




 

 現在のところ、進行性筋ジストロフィー患者(以下 PMD と略)の治療は主とし

て対症療法がおこなわれているが、いかなる疾病においても、その治療は栄養

が基調となると言っても過言ではないであろう。 

 本症の場合、残念ながら病因不明、治療法が確立していないけれども、患者

の体力を出来るかぎり維持し、症状に応じた食餌を与え、延命効果を計ること

が医療関係者の使命であると考える。それには患者に対して常に適切な栄養を

含んだ治療食餌を作り、それを患者に食べさせ、栄養状態を良好に保たなけれ

ばならない。前者は食餌基準を必要とし、後者を実践するには栄養指導に重点

を置くことではじめて目的が達せられる。 


